
３年５組 １班 『市内各地の街灯の整備を』 

私たちは、人が通ることもある道であるのにも関わらず、街灯が少ないため、交通安全の面で不安だったり、

人通りの少ない道での事故や防犯の面で不安だったりすることから、人通りの少ない道にも街灯を設置してほし

いと考えます。 

画像のように、段差が多いゴミ捨て場なのに、足元が見えづらい場所であったり、人が通る機会が少ない道だ

からとスピードを出す車がいる場所があります。また、このような薄暗い場所で事故や犯罪が起こってしまって

も気づけない場合があり、危険です。思わぬ場所での事故や犯罪を防ぐためにも、交差点や横断歩道、ゴミ捨て 

場付近を中心に街灯を増やしてほしいと考えます。 

また、青色には人の心を落ち着かせる効果があり、本能的な衝動が抑えられるため、衝動的な犯罪を抑止する

効果があると考えられることから、街灯の色を青色にして、誰もが安心して利用できる道を作ってほしいで 

す。このようなことから、人通りの少ない場所にも街灯を設置してほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





３年５組 ３班 『市内各地の公園の増設』 

野洲市の市民一人当たりの都市公園面積は約 8 平方メートルであり、これは滋賀県の平均である約 9.2 平方メ

ートルや全国平均の約 10 平方メートルを下回っています。この状況は、野洲市が近隣市と比較して公園の整備

が進んでいないことを示しています。全国平均としては、令和 3 年度末時点で約 10.8 平方メートルとなってお

り、都市公園法施行令が定める標準値である一人当たり 10 平方メートルを上回っています。このように、全国

的には一定の基準を満たしているものの、地域によっては公園面積が不足しているため、今後の政策や地域ごと

の取り組みが必要とされています。野洲市では、特に人口減少が予測される中で、公園緑地の適正配置が求めら

れており、住民の生活の質向上のために公園の整備や管理を強化することが重要です。 

野洲市は公園が少なく、子供が外で遊ぶ機会が減っています。なので公園の数を増やすことでこれを改善して

ほしいです。 また、夕方や夜になると公園やその辺りが暗くなります。子供だけでは危なく、大人の目も届き

にくくなり、犯罪や事故に巻き込まれてしまう可能性があるので、街灯を増やすなどして対策をしてもらえると

ありがたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





３年５組 ５班 『市長との交流の機会を』 

私たちは、市長との交流の場を設けたいと思います。理由は、 

•普段市長がどんな仕事をしているか知らない人が多いため。 

•市長との触れ合いの場が少ないため。 

•市長について知っている人が少ない  からです。 

具体的な案として 

•小中学校への訪問 

•地域の行事の参加 

•YouTube チャンネルの開設   などが上がりました。 

目的として 

•小中学生に市長のことを知ってもらう 

•地域の人と交流を深める。 

•たくさんの人に知ってもらう  という目的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




